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この度は「PLC スーパーマックスⅡ」をお買い上げ頂き誠にありがとうございました。 

本製品を正しくご使用いただくために必ず本書をお読みください。 
 

安全上のご注意（必ずお守りください） 

 

● ご使用になる前に「安全上のご注意」をよくお読みの上、正しくご使用ください。 
● ここに示した注意事項は、安全に関する重大な内容を記載していますので、必ず守
ってください。 

● 表示とその意味は次のようになっています。 

 

 本書での記号の意味（損害の程度）               

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

物的損害とは、家屋・家財および家畜・ペットにかかわる拡大損害を意味します。 

 

 図記号の意味（守っていただきたい内容）            

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

危険 

注意 

表  示 表 示 の 意 味 

回避しないと、死亡または重傷を招く差し迫った危険な状況を

示します。 

回避しないと、軽傷または中程度の傷害を招くおそれがある危

険な状況、及び物的損害のみの発生を招くおそれがある場合を

示します。 

図 記 号 図 記 号 の 意 味 

△は危険を示します。 

具体的な内容は、△の中や近くに文章や絵で示します。 

左図の場合は「感電注意」を示します。 

は禁止（してはいけないこと）を示します。 

具体的な内容はの中や近くに文章や絵で示します。 

左図の場合は「分解禁止」を示します。 

●は強制（必ずすること）を示します。 

具体的な内容は●の中や近くに文章や絵で示します。 

左図の場合は「一般の義務的行為」を示します。 
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 施工上の注意事項                       

 

■ 電気工事は有資格者（電気工事士）が行ってください。 

工事に不備があると、火災や感電などの事故の原因と

なります。 

 

■ 配線工事を行う時には、必ず施工説明書、施工・設定
ガイドを読んで、それに従ってください。 

感電などの事故や負荷機器の物的損害などの原因とな

ります。 

■ 負荷制御送信器、負荷制御受信器の電源線への接続に
は配線用遮断器を使用してください。 

 

■ 次のような場所に設置しないでください。 

・ 医療用機器および高度な管理機器など、生命、財産な
どについて重大な影響を及ぼす電気機器などが接続

された電源系統 

・ 周囲温度が 0℃~50℃の範囲を超える所 

・ 周囲湿度が 90%を超える所や、90%以下でも結露する

場所 

・ 水がかかったり、直射日光（紫外線）があたる所 

・ 油、油煙のかかる所 

・ ホコリ（特に鉄粉やカーボンなどの導電性の粉塵）や
アンモニア、亜硫酸ガスなどの腐食性ガスの多い所 

・ 屋外 

感電・火災・誤動作などの事故や本体故障の原因とな

ります。 

 

 

■ 次のような場所に設置しないでください。 

・ 強電界、強磁界を発生する所 

・ 振動や衝撃の多い所 

・ ノイズやサージを発生する機械がある所 

本体故障の原因となります。 

 

■ エアコンなどのシステムの制御については、技術的な
対応の可否についてメーカーに相談してください。 

機器の故障の原因となります。 

 

■ 負荷制御受信器の単体表面取付は避け、適宜、盤また
は箱類に収納してください。 

感電などの事故の原因となります。 

 

 

 

危険 

専門業者 

禁 止 

注 意 

感電注意 

禁 止 

注意 
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 使用上の注意事項                       

 

■ 分解、改造やご自身での修理は行わないでください。 

感電、火災などの事故や本体の故障の原因となります。 

 

 

 

■ 異常が起きた時には電源を切り、電気工事士の資格を
有するものに連絡してください。 

そのまま使用すると、火災や負荷機器への悪影響の原

因となります。 

 

 

■ 負荷制御送信器の本体カバーは必ず取り付けてくださ
い。 

高電圧部に直接触れて、感電などの事故の原因となり

ます。 

 

■ 通電中および電源を切ったあとの 5分間は、負荷制御

送信器の本体カバーを開けないでください。 

高電圧部に直接触れて、感電などの事故の原因となり

ます。 

 

■ 負荷制御受信器の端子カバーは必ず取り付けてくださ
い。 

高電圧部に直接触れて、感電などの事故の原因となり

ます。 

 

■ 屋外での使用はできません。 

 

 

 

 

 保守・点検・廃棄上の注意事項                       

 

■ 保守・点検は電気工事士の資格を有するものが行って
ください。 

保守・点検は定期的に（年 1回程度）行ってください。 

端子の締め付けが緩んでいたりすると、火災などの事

故の原因となります。 

 

■ 廃棄する場合は、産業廃棄物として処分してください。 
 

 

 

感電注意 

電源を切れ 

分解禁止 

感電注意 

危険 

注意 

注 意 

感電注意 

注 意 
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 保証                             
 

保証期間は、本体を納入後 1年といたします。 

保証期間中に当社が納入した本体に欠陥があるときには、無償で修理・交換いたします。 

ただし、下記の項目に該当するときは修理を有償とさせていただきます。 

・ 本器を本書に記載されていない不適当な取扱い・ご使用になった場合 

・ 故障の原因が当社以外の理由による場合 

・ 当社以外の改造・修理による場合 

・ 天災・当社以外の人災などによる場合 

保証は、本体の保証を意味するもので、本体の故障で誘発される損害についてはご容赦

ください。 

 

 

 有償業務の範囲                        

 

次のような場合は、別途費用を申し受けます。 

・ 取り付け調整指導、または試運転立会 

・ 保守・点検、調整および修理 

・ 技術説明（技術資料および技術教育） 

・ 本装置に付属の取扱説明書、試験成績書などの再発行および付属部数以上に必
要な場合 

 

 構成                             

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

負荷制御送信器 

「PLC-SM013T」 

製 品 名  

本 体 

負荷制御受信器 

「PLC-SM113R」 

負荷制御受信器 

「PLC-SM123R」 

1台 1台 1台 

付 属 品  外部取付足 4個 

M4タッピングビス 

4個 

取扱説明書（本書） 

1部 

施工・設定ガイド 

1枚 

施工・設定ガイド 

1枚 

本製品は生産中止後の修理対応期間を５年間とします。ただし５年以内であっても修

理用部品の在庫がなくなった場合は、当該部品を必要とする修理対応ができなくなる

場合がございます。 

本書に記載されていない内容で不明な点につきましては、当社にお問い合わせくだ

さい。 
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本製品の特長 
 

◆ 電力線搬送通信のため、通信線の敷設工事がいりません。 
既存の電力線を通信線として利用しますので、送信器～受信器間の配線工事が不要 

です。 

 

◆ 16点の接点信号を伝送できます。 
送信器には 16 点の接点入力を用意しています。受信器ではこのうち 2 点の制御信

号を受信できます。接点のアドレスは受信器のアドレススイッチで設定します。 

 

◆ 受信器の設置台数に制限はありません。 

 

◆ 送信器には、出力レベルの自動調整機能があります。 

 

◆ 送信器は１バンクに１台必要です。 
異なるバンクに接続された受信器では信号の受信ができません。 

 

◆ トランス容量 500kVA以下のバンクに使用できます。 

 

◆ 三相 3線式、単相 3線式の配電線に使用できます。 
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使用上のご注意 
 

安全上のご注意のほか、取り扱い上、特にご注意いただきたいことは次のとおりです。 

 

 制約条件                           
 

１． 本製品は、一戸建て住宅や集合住宅など、１つのトランスを複数の使用者で共用し
ている場所では使用しないでください。但し、共用者（トランス所有者を含む）全

員の許諾を得ている場合を除きます。また、電力会社所有の電力線を経由した通信

はできません。 

２． 負荷制御送信器「PLC-SM013T」は同一バンク内の負荷制御受信器「PLC-SM113R

／123R」とだけ通信できます。 

３． 本製品を使用できる電力線は、以下の条件を全て満たす電力線です。 

・ 受変電設備を有する建物などであること 

・ トランス容量 500kVA以下であること 

・ 三相 3線式 AC200V、単相 3線式 AC100／200Vのいずれかであること 

・ 屋内配電線であること 

４． 同一バンク内に複数台の負荷制御送信器「PLC-SM013T」を設置することはできま

せん。 

５． 本製品と他社の電力線を利用した通信システムとの混在による影響についての責
はご容赦ください。 

６． 生命、財産などに重大な影響を及ぼす機器類が接続された電力線系統でのご使用は
おすすめできません。 

 

 システム導入上のご注意                    

 

１． 電力線上のノイズなどについて技術的な対策を行っておりますが、電源環境によっ
ては通信ができない場合があります。 

２． 医療機器など、生命、財産などに重大な影響を及ぼすシステムが設置された施設で
の導入はおすすめできません。 

３． エアコンなどのシステム制御については、技術的な対応の可否についてメーカーに
ご相談ください。 

４． 三相 3線式で本製品をご使用いただく場合、負荷制御送信器「PLC-SM013T」と負

荷制御受信器「PLC-SM123R」は同じ相に接続してください。異なる相に接続した

場合、通信できないことがあります。 

５． 設置するバンクの電源電圧が本製品仕様書の定格電圧範囲内にあることをご確認
ください。 
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システム構成例 
 

 システム構成例                        

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 設置に関するご注意                      
 

・ トランスと「送信器」の間に、「受信器」を設置することはできません。 

・ トランスと「送信器」の間にある分岐線に、「受信器」を設置することはできま
せん。 

・ 同一バンク内に複数台の「送信器」を設置することはできません。 

外部制御機器 

デマンドコントロール装置 

タイムスイッチなど 

負荷制御送信器 

「PLC-SM013T」 

AC100V 

できるだけトランスに近い

二次側に接続します 

高圧側 

負荷制御受信器 

「PLC-SM113R／123R」 

接点信号 

（無電圧） 

負荷 

エアコン、照明、モータ 

など 

負荷 

エアコン、照明、モータ 

など 

負荷 

エアコン、照明、モータ 

など 

接点信号 

（無電圧） 

負荷制御受信器 

「PLC-SM113R／123R」 

PLC信号 

トランスと送信器の間、および間にあ

る分岐線に受信器は設置できません 
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取扱説明書編 
 

送信器の各部名称 
 

負荷制御送信器「PLC-SM013T」の各部名称について説明します。 

 

 構成                             

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本体   送信器本体です。 

カバースクリュー   カバー部をボディー部に取り付けるための部品です。 

取付足   本体を設置場所へ取り付けるための付属部品です。 

ビス   本体に取付足を取り付けるためのM4タッピングビスです。 

通線孔   電力線、電源線、接点入力線、警報出力線などの配線のため 

 の引き込み口です。 

通気孔   内部の発熱を抑えるための通気孔です。指を触れないように 

   注意してください。 

本体（ボディー＋カバー） 

通線孔 

カバースクリュー（4個） 

ビス（4個） 

取付足（4個） 

本体カバー 

本体ボディー 

通気孔 
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送信器の設定・表示 
 

送信器は、通常の使用中に設定することはありません。 

 

 電源スイッチ                         

 

    

本体内部の AC100V電源を ON／OFFするスイッチです。 

   「○」側が OFF、「 」側が ONです。 

 

 

 

 設定スイッチ                         

 

 

 

     本体内部の設定用スイッチです。 

     メンテナンス専用です。 

     変更しないでください。 

 

                           出荷時設定 

 

 

 

 

 

 

 表示部                            

 

    接点入力状態 LED 

点灯：番号に対応する接点入力端子が「閉」 

の状態です。 

消灯：番号に対応する接点入力端子が「開」 

の状態です。 

 

運転 LED 

     点灯：電源が入っています。 

     点滅：送信動作中です。 

     消灯：電源が入っていません。 

 

    警報 LED 

     点滅：機器に異常が発生しています。 

     消灯：機器は正常に動作しているか、電源が 

入っていません。 

 

 

 

 

ON ON 

1 4 1 4 

SW2 

SW3 

OFF OFF ON ON 

OFF OFF OFF OFF 

1 2 3 4  
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LEDの点滅表示について 

運転 LEDの点滅状態は、「受信器に対する送信動作」の状態を表します。 

 

警報 LED の点滅表示は、機器に以下のいずれかの状態が発生していることを表しま

す。 

・ 電源の周波数が定格範囲を超えているか、信号入力端子が正しく接続されていま
せん。 

・ 接点入力端子が正しく接続されていません。 

・ 送信出力に異常が発生しています。 

 

警報 LEDが点滅状態のときは、接点入力状態 LED0～2のどれか 1つが点灯します。 

それぞれ以下の警報状態を表します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

警報 LED が点滅状態となった場合は、一旦 RESET スイッチを押して、動作確認を

行ってください。 

RESETスイッチを押しても警報 LEDが点滅するときは、当社にご連絡ください。 

 

 

LED [０] 電源の周波数が定格範囲を超えているか、信号入力端子が正しく接続

されていません。 

LED [１] 接点入力端子が正しく接続されていません。 

LED [２] 送信出力に異常が発生しています。 
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送信器装置仕様 
 

 仕様                            

 

項  目 仕    様 

名  称 負荷制御送信器 

形  名 PLC-SM013T 

対応受信器 負荷制御受信器 「PLC-SM113R」 「PLC-SM123R」 

入力仕様 

負荷制御信号 16点（無電圧接点入力） 

出力仕様 

負荷制御信号 電力線搬送通信 

警報出力 1点（無電圧 b接点 AC250V 抵抗負荷 5A） 

PLC（電力線搬送通信）仕様 

通信方式 電力線搬送通信方式（単方向） 

定格電圧 AC200V±10% 

定格周波数 50Hz±1Hz、60Hz±1Hz 

伝送速度 25bps（50Hz）、30bps（60Hz） 

伝送距離 最大 300m 

外形仕様 

外形寸法 175（W）×250（H）×75（D）mm 

取付方法 付属品（取付足、M4タッピングビス）による取付 

質  量 1.8kg 

電源仕様 

定格電圧 AC100V±10% 

定格周波数 50Hz±2Hz、60Hz±2Hz 

消費電力 12VA以下（通信中を除く） 

環境仕様 

設置条件 屋内 

使用温度範囲 0℃～50℃ 

使用湿度範囲 90%以下（結露なきこと） 

その他 

付属品 外部取付足（4個） M4タッピングビス（4個） 取扱説明書（本書） 
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送信器外形寸法 
 

 外形寸法                          

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
        寸法単位：mm 

175 75 

25 

取
付
ピ
ッ
チ

2
6

5
 

2
5

0
 

取付ピッチ 160 1
5
 

15 φ26 φ26 

3
 

3 
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受信器の各部名称 
 

負荷制御受信器 PLC-SM113R／123Rの各部名称について説明します。 

 

 構成                            

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本体  受信器本体です。 

カバー  設定・表示部を保護するためのカバーです。 

端子カバー 端子部を保護するためのカバーです。本体に取り付けるための

ネジがついています。 

止め具  IECレールへの取り付け、または単体取り付けに使用する部品 

です。工具を使用せずに本体に取り付けができます。 

 

端子カバー 

本体 

カバー 

止め具 
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受信器の設定・表示 
 

受信器の設定方法および表示について説明します。 

 

 設定の手順                         

 

設定は以下の３つについて行います。 

 

■ アドレス設定スイッチで、接点１および、接点２のアドレスを設定します。 

■ 接点制御方式設定スイッチで、接点の制御方法「入」「自動」「切」を設定します。 
■ 接点種別設定スイッチで、ａ接点かｂ接点かを接点ごとに設定します。 

 

 アドレス設定方法                      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

アドレス設定は、接点１のアドレスと、接点２のアドレスについて設定します。 

上段のスイッチが接点１用、下段のスイッチが接点２用です。スイッチの左側に「接点

１」「接点２」の表記がある LEDは、接点の出力状態を示す LEDです。 

 

・ 設定できるアドレスは 0～F（16種類）です。 

・ 設定されたアドレスは送信器の接点入力端子の番号に対応します。 

・ 設定されたアドレスが有効になるのは接点制御方式設定スイッチが「自動」に設定
されている場合のみです。「入」または「切」に設定されている場合は、接点出

力は常時「入」または「切」となります。 

 

設定に関するご注意 

設定は必ず受信器の電源を落とした状態で行ってください。 

アドレス設定スイッチの設定の変更は電源が切れている状態から、投入された時点で

反映されます。通電中に設定を変更しても、受信器の故障などの直接的な原因とはな

りませんが、スイッチの位置と実際の設定が異なることがあり、正しい制御ができな

い場合があります。 

 

 

 

 

 

 

接点１アドレス 

設定スイッチ 

接点２アドレス 

設定スイッチ 

リセットスイッチ 

接点制御方式 

設定スイッチ 

接点種別 

設定スイッチ 
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 接点制御方式設定方法                    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

接点制御方式設定スイッチは、接点の制御方法を設定します。接点１と接点２を一括し

て設定します。個別設定はできません。 

 

「 入 」  接点は常時「入」となります。送信器からの制御はできません。 

「自動」 接点は送信器からの制御に従って入／切されます。 

「 切 」 接点は常時「切」となります。送信器からの制御はできません。 

 

設定に関するご注意 

設定を「自動」にした場合は、その時点での接点出力状態が維持されます。 

・ 設定が「自動」の場合、電源投入後の接点出力は「切」。 

・ 通電中に「入」－＞「自動」にした場合、接点出力が「入」。 

・ 通電中に「切」－＞「自動」にした場合、接点出力が「切」。 

 

 

 接点種別設定方法                      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

接点種別設定スイッチは、接点をa接点かｂ接点のどちらで動作させるかを設定します。

接点１と接点２を個別に設定します。スイッチ上部の「接点１」「接点２」の表記に注

意して設定してください。 

 

「 Ａ 」  接点はａ接点として動作します。 

「 Ｂ 」 接点はｂ接点として動作します。 

 

接点２種別 

設定スイッチ 

接点１種別 

設定スイッチ 

接点制御方式 

設定スイッチ 
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接点種別設定スイッチの設定により、接点制御方式設定スイッチを「入」「切」にした

ときの接点の出力状態が異なりますのでご注意ください。 

 

 

 

 

 

 

 

設定に関するご注意 

設定は必ず受信器の電源を落とした状態で行ってください。 

通電中に設定を変更しても、受信器の故障などの直接的な原因とはなりませんが、正

しい制御ができない場合があります。また、受信器の電源投入後、動作が安定するま

での数秒間は接点の状態が設定と異なる場合がありますのでご注意ください。 

 

 表示部                           

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「接点１」LED 

 点灯：接点１の出力が「閉」の状態です。 

 消灯：接点１の出力が「開」の状態です。 

 

「接点２」LED 

 点灯：接点２の出力が「閉」の状態です。 

 消灯：接点２の出力が「開」の状態です。 

 

「受信」LED 

 点灯：受信器の電源が入っています。 

 点滅：送信器からの信号を受信動作中か、通信異常です。 

 消灯：受信器の電源が入っていません。 

 

LEDの点滅表示について 

受信 LEDの点滅状態は、「信号の受信動作中」と「通信異常」の２つの状態を表しま

す。それぞれ以下のような点滅となります。 

 受信動作中 約 80msec周期で点灯、消灯を 1.5秒間繰り返します（早い点滅）。 

 通信異常 約 500msec周期で点灯、消灯を繰り返します（遅い点滅）。 

 
接点制御方式設定 

「入」 

接点制御方式設定 

「切」 

接点種別設定 

「Ａ」 

接点出力 

 「閉」  

接点出力 

「開」 

接点種別設定 

「B」 

接点出力 

「開」 

接点出力 

「閉」 

リセットスイッチ 

表示部 LED 
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受信器装置仕様 
 

 仕様                            

 

項  目 仕    様 

名  称 負荷制御受信器 

形  名 PLC-SM113R PLC-SM123R 

対応送信器 負荷制御送信器 「PLC-SM013T」 

入力仕様 

負荷制御信号 電力線搬送通信 

出力仕様 

出力回路数 独立 2回路 

出力方式 単極単投（無電圧） 

接点容量 接点容量 AC250V ５A（抵抗負荷） 

PLC（電力線搬送通信）仕様 

通信方式 電力線搬送通信方式（単方向） 

定格電圧 AC100V±10% AC200V±10% 

定格周波数 50Hz±1Hz、60Hz±1Hz 

伝送速度 25bps（50Hz）、30bps（60Hz） 

伝送距離 最大 300m 

外形仕様 

外形寸法 74.5（W）×99（H）×75（D）mm 

取付方法 協約取付･IECレール取付共用 

質  量 0.35kg 

電源仕様 

定格電圧 AC100V±10% AC200V±10% 

定格周波数 50Hz±2Hz、60Hz±2Hz 

消費電力 2VA以下 

環境仕様 

設置条件 屋内 

使用温度範囲 0℃～50℃ 

使用湿度範囲 90%以下（結露なきこと） 
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受信器外形寸法 
 

 外形寸法                           

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
          寸法単位：mm 

 

 

 

 

 

 

 

74.5 

12.5 

取付穴 4.5φ 

12.5 

9
9
 

取付穴 4.5φ 

13.2 

3
1
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3
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60 

75 

5 

5
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9
0
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付
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1
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施工説明書編 

 

電力線との接続 
 

電力線との接続は、下記を参考に行ってください。 

 

 三相 3線に接続する場合                   
 

負荷制御送信器「PLC-SM013T」の送信出力端子は、任意の 2線に接続します。200V用受

信器「PLC-SM123R」は「送信器」と同相に接続します。 

100V用受信器「PLC-SM113R」は使用できません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 単相 3線に接続する場合                   
 

負荷制御送信器「PLC-SM013T」の送信出力端子は、中性線以外の２線に接続します。 

200V用受信器「PLC-SM123R」または 100V用受信器「PLC-SM113R」は電圧に合わせて

接続します。 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

トランス側 末端側 
L2 

N 

L1 

負荷制御受信器 

PLC-SM113R 

負荷制御受信器 

PLC-SM113R 

負荷制御受信器 

PLC-SM123R 

100V用受信器を接続します 200V用受信器を接続します 200Vに接続します 

配線用 

遮断器 

負荷制御送信器 

PLC-SM013T 

トランス側 末端側 

負荷制御送信器 

PLC-SM013T 

負荷制御受信器 

PLC-SM123R 

○ 

負荷制御受信器 

PLC-SM123R 

× 

負荷制御受信器 

PLC-SM123R 

× 

接続する相が異なります 

配線用 

遮断器 
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設置工事手順 
 

設置工事は以下の手順で行ってください。 

 

 手順                            

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

配線用遮断器、送信器の設置 

配線用遮断器、送信器の配線 

送信器の動作確認 

配線用遮断器、受信器の設置 

配線用遮断器、受信器の配線 

受信器の動作確認 

送信器の接点入力・警報出力の接続 

受信器の接点出力の接続 

最終動作の確認 
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送信器の設置 
 

 配線用遮断器「切」と電源「OFF」の確認           

 

安全に作業するため、配線用遮断器を「切」にし、電源スイッチが「OFF」

になっていることを確認してください。 

 

 

 送信器の設置                        

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
        寸法単位：mm 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

取付ピッチ 160 

取
付
ピ
ッ
チ

2
6

5
 

φ5.4 

 

送信器の重量は 1.8kg です。施工中や施工後の落下事故が起きない

よう、設置場所や施工方法には十分注意を払ってください。 

 

 

装置本体の取り付けを行うときは、本体カバーを取り付けた状態で

行ってください。 

 

注 意 

注 意 
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送信器の配線 
 

送信器の配線について説明します。配線は送信器の設置後、本体カバーを外して行いま

す。 

 

 配線の概要                          

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

電源電圧は 100Vです。200Vを印加しないでください。 

 

電源線および電力線への接続には、下記定格の配線用遮断器をご使用ください。 

（電源：AC110V,10A以下 信号入力：AC220V,10A以下 送信出力：AC220V,15A） 

 

 

 

 

 

 

 

 

送信出力と信号入力は電力線の同じ位置

に接続してください。接続位置が異なる

と出力レベルの自動調整機能が正しく機

能しない場合があります。 

デマンドコントロール装置 

タイムスイッチなど 

推奨電線 推奨圧着端子 

電源 線径 1.25mm2以上 

送信出力 線径 2.00mm2以上 

信号入力 線径 1.25mm2以上 

接点入力 線径 0.30mm2以上 

警報出力 接続する機器による 

丸型 内径 3.2mm以上、 外径 6.0mm以下 

丸型・Y型 

丸型・Y型 

丸型 

丸型 内径 4.3mm以上、 外径 8.5mm以下 

内径 3.2mm以上、 外径 6.0mm以下 

内径 3.2mm以上、 外径 6.0mm以下 

内径 3.2mm以上、 外径 6.0mm以下 

AC100V AC200V 

接点入力 0 

デマンドコントロール装置 

タイムスイッチなど 

接点入力 F 

ブザーなど 

接点入力 

警報出力 

配線用 

遮断器 

注 意 
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 電源の接続                         

 

「電源」「AC100V」と書かれた端子と、電源線を接続します。 

・ 電源線は AC100V 50／60Hzです。これ以外の電源線と接続しないでください。 

・ 電源線は送信出力を接続するバンクと同一バンクである必要はありません。 

 

 送信出力の接続                       

 

「送信出力」と書かれた端子と電力線搬送通信用の電力線を接続します。 

・ 電力線搬送通信用の電力線は AC200V（最大 220V） 50／60Hz です。これ以

外の電力線と接続しないでください。 

・ 三相 3 線に接続する場合は接続する相に注意が必要です。電力線との接続（19

ページ）をお読みください。 

 

 信号入力の接続                       

 

「信号入力」と書かれた端子と電力線搬送通信用の電力線を接続します。 

・ 電力線搬送通信用の電力線は AC200V（最大 220V）50／60Hz です。これ以外

の電力線と接続しないでください。 

・ 信号入力線は送信出力線と同じ位置で電力線と接続してください。 

 

 接点入力の接続                       
 

接点入力端子（「0」、「1」、…「F」と「COM」と書かれた端子）を、それぞれ必要に応

じ、デマンドコントロール装置などの外部機器に接続します。 

各接点入力端子の内部回路は、下図の様になっておりますので、外部機器側は無電圧接

点出力端子としてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 警報出力の接続                       

 

「警報」と書かれた端子をブザーなどの負荷に接続します。警報が不要の場合は、接続

しなくても問題ありません。 

・ 警報出力は無電圧接点です。 

・ 接点容量は AC250V 抵抗負荷 5Aです。これ以上の負荷を直接接続しないでく

ださい。 

 

 

 

 

 

送信器の接点入力および警報出力の接続は、送信器・受信器の動作 

確認終了後に行ってください。 
注 意 

2.4kΩ 

15V以下 

接点入力端子「COM」 

接点入力端子「0」～「F」 
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送信器の動作確認 
 

送信器の動作確認を行います。 

 

 配線の確認                          

 

以下の確認を行います。 

・ 電源、送信出力、信号入力が正しく配線されていることを確認します。 

・ 接点入力と警報出力に何も接続されてないことを確認します。 

 

 電源の投入と動作の確認                    

 

以下の手順で電源の投入を行います。 

１．送信器の電源が接続されている電源線（AC100V）および送信出力と信号入力が 

接続されている電力線（AC200V）の配線用遮断器を「入」にします。 

２．送信器の電源スイッチを「ON」にします。 

３．電源スイッチ投入後、接点入力状態 LED５（60Hzの場合は６）および運転 LED 

が約 2秒間点灯し、運転 LEDのみの点灯となることを確認します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

約 2秒 

「運転」が点灯 「５（または６）」と「運転」が点灯 



 

25 

４．電源投入後約 8.5秒後に、運転 LEDが点滅（送信動作）することを確認します。

点滅動作は接点入力に変化がない状態で６回行います（下図の送信シーケンス参

照）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                  送信動作のシーケンス 

 

 

 

 電源の遮断                         

 

１．送信器の電源スイッチを「OFF」にします。 

２．送信器の電源が接続されている電源線（AC100V）および送信出力と信号入力 

が接続されている電力線（AC200V）の配線用遮断器を「切」にします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「運転」が点滅 「運転」が点灯 「運転」が点灯 

送信動作時の表示 LEDの変化 

ｔ１ ｔ１ 

電源投入 

ｔ１ 

1サイクル目 

ｔ２ 

2サイクル目 

ｔ２ ｔ２ 

ｔ１：約 8.5sec ｔ２：約 18.5sec 
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受信器の設置 
 

 配線用遮断器「切」と電源「OFF」の確認            

 

安全に作業するため、配線用遮断器を「切」にしてください。また、送信器

の電源が「OFF」になっていることを確認してください。 

 

 

 受信器の設置                        

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

単体取付の場合 

 

単体取付の場合は、以下の取付ピッチで取り付けてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
        寸法単位：mm 

受信器の取り付け、取り外しは配線されていない状態で行ってくだ

さい。 

やむをえない場合は、必ず配線用遮断器を「切」にしてから作業を

行ってください。 

 

単体での表面取り付けをせず、盤や箱などに収納してください。 

端子や電線に直接触れて感電など事故の原因となります。 

 

感電注意 

感電注意 

取付ピッチ 

25 

取
付
ピ
ッ
チ

9
2
 

φ4.5 

φ4.5 
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協約取付の場合 

 

取付板を受信器の連結取付板用溝に差込み、 

ねじで固定してください。 

取付板とねじ（M4／6本）はお客様でご用 

意ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

IECレール取付の場合 

 

取り付け 

①受信器底部の IECレール取付溝の上側を IECレールに引っ掛けます。 

②端子側をしっかり音がするまで IECレールに押し込んでください。 

 

取り外し 

①IEC取付用の止め具をドライバーなどで取付面に沿って引きます。 

②端子側を引き起こし外してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

        取り付け                   取り外し 

 

 

 

1
0

6
 

連結取付板 

M4ねじ 連結取付板用溝 

①ドライバーなどを止め具

の穴にいれて引く 

②引き起こす 

止め具 

①引っ掛ける 

②押し込む 
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受信器の配線 
 

 配線の概要                         

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

電源線への接続には安全のため、配線用遮断器（AC110/220V,10A以下）をご使

用ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

推奨電線 

単線 600Vビニル 

絶縁電線 

φ1.2～φ1.6 2本まで 

1.25mm2～2.0mm2 より線 2本まで 

推奨圧着端子 

丸型・Y型 

型 

内径 4.3mm以上、 外径 8.0mm以下 

制御対象負荷１ 

制御対象負荷 2 

電源線兼 

電力線搬送通信用信号線 

AC100V（PLC-SM113R） 

AC200V（PLC-SM123R） 

接点１出力 

接点２出力 配線用 

遮断器 
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 電源線兼電力線搬送通信用信号線の接続            

 

「1」と「2」と書かれた端子と電源線を接続します。 

・ 受信器には 100V用と 200V用があります。受信器の定格電圧と、接続する電力

線の電圧が異なると、故障の原因となるばかりではなく、危険です。正しい電圧

のものを使用してください。 

 

        AC100V用受信器  「PLC-SM113R」 

        AC200V用受信器  「PLC-SM123R」 

 

 

・ 受信器は電源線と電力線搬送通信用信号線を兼用しています。別々に接続する必
要はありません。 

・ 受信器の電源線は送信器の送信出力と同じ相に接続します。 

・ 受信器は送信器の接続点よりも末端側に接続します。 

 

 接点出力線の接続                      

 

「3」と「4」と書かれた端子（接点１出力）、および「5」と「6」と書かれた端子（接

点２出力）と制御対象負荷を接続します。 

・ 出力は無電圧接点です。直接制御できるのは「抵抗負荷」で「AC250V 10mA

〜5A」の負荷です。これ以外の負荷を直接制御することはできません。 

・ 接点１出力（「3」と「4」）と接点２出力（「5」と「6」）は電気的に絶縁されてい

ます。 

・ 接点１出力と接点２出力は下記の接続により 1回路のｃ接点出力として使用でき

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 制御対象負荷 

電源線兼 

電力線搬送通信用信号線 

ｃ接点として使用する場合 
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受信器の動作確認 
 

受信器の動作確認を行います。 

 

 配線の確認                         

 

以下の確認を行います。 

・ 電源が正しく配線されていることを確認します。 

・ 接点出力に何も接続されてないことを確認します。 

 

 設定の確認                         

 

受信器の設定の確認を行います。 

①接点１および接点２のアドレス（０~Ｆ）を 

確認します。 

②接点制御方式設定スイッチ（入、自動、切）の 

設定を確認します。 

③接点種別設定スイッチ（Ａ、Ｂ）の設定を確認 

します。 

 

 電源の投入                         

 

以下の手順で電源の投入を行います。 

１．受信器の電源が接続されている電力線（AC100V／200V）の配線用遮断器を「入」 

にします。受信器には電源スイッチはありません。 

電源端子に電圧が印加されると電源投入状態となります。 

２．電源投入後、受信 LEDが数秒間点滅し、点灯状態となることを確認します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

受信 LED点滅 受信 LED点灯 

 

受信器の接点出力の接続は、送信器・受信器の動作確認終了後に行っ

てください。 
注 意 
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 手動での接点出力制御の確認                  

 

接点制御方式設定スイッチと接点種別設定スイッチを動かして、接点１LED および接

点２LEDの表示が下表の通り切り替わることを確認します。 

 

 接点種別設定スイッチ「A」 接点種別設定スイッチ「B」 

接点制御方式設定スイッチ「入」 接点 LED「点灯」 接点 LED「消灯」 

接点制御方式設定スイッチ「切」 接点 LED「消灯」 接点 LED「点灯」 

 

確認終了後、接点制御方式設定スイッチを「自動」に設定してください。 

 

 

 受信の確認                          

 

送信器の接点入力端子を短絡・開放して信号を送信、受信器が信号を受信することを確

認します。 

 

１．送信器の電源が接続されている電源線（AC100V）および送信出力と信号入力が 

接続されている電力線（AC200V）の配線用遮断器を「入」にします。 

２．送信器の電源スイッチを投入します。 

３．電源スイッチ投入後、送信器が正常動作（24～25ページ参照）を行うことを確 

認します。 

 

注意事項 

送信器は電源投入後、自動で２サイクルの送信を行い、信号レベルの自動調整を行い

ます。バンク容量などの関係により、2 サイクルの送信では最適なレベルにならない

場合があります。受信器の確認を行う前に、送信器の接点入力を最低 1回短絡・開放

して（接点入力を 1 回変化させると 2 サイクルの送信を行います。）追加の送信をし

てください。 

 

４．受信器のアドレスに対応する送信器側の接点入力端子（0～F）を COM端子と短 

絡（または開放）します。接点状態表示 LED の該当する番号が点灯（または消 

灯）します。 

５．短絡（または開放）後、送信器は送信動作を行います。1 回の送信は約 1.5 秒で

計 6回（２サイクル）送信します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ｔ１ 

（ｔ２） 

接点短絡（または開放） 

1サイクル目 2サイクル目 

ｔ２ ｔ２ ｔ２ 

ｔ１：8.5sec ｔ２：18.5sec 

※信号の送信間隔は制御状況により変わる場合があります。 

ｔ１ 

（ｔ２） 
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６．送信終了後、受信器の接点表示 LEDが下表の通りの表示であることを確認しま 

す。 

 

 接点種別設定スイッチ「A」 接点種別設定スイッチ「B」 

接点入力「短絡」 接点 LED「点灯」 接点 LED「消灯」 

接点入力「開放」 接点 LED「消灯」 接点 LED「点灯」 

 

７．４～６を繰り返し、受信器が信号を受信することを確認します。 

 

 

 電源の遮断                         

 

１．送信器の電源スイッチを「OFF」にします。 

２．送信器の電源が接続されている電源線（AC100V）および送信出力と信号入力が 

接続されている電力線（AC200V）の配線用遮断器を「切」にします。 

３．受信器の電源が接続されている電力線（AC100V／200V）の配線用遮断器を「切」 

にします。 

 

 

送信器の接点入力・警報出力の接続 
 

送信器の接点入力および警報出力を接続します。 

 

 配線用遮断器「切」と電源「OFF」              

 

安全に作業するため、配線用遮断器を「切」にし、電源スイッチが「OFF」 

になっていることを確認してください。 

 

 

 接点入力の接続                       

 

送信器の接点入力端子に、デマンドコントロール装置やタイムスイッチなどの負荷制御

用接点を接続します。配線については 22〜23ページをお読みください。 

・ 接点入力端子「ＣＯＭ」は接点入力端子「０」～「Ｆ」で共通に接続します。 

・ 送信器から約 12V（最大 15V）／５mAの電源が印加されます。無電圧接点以外

は接続しないでください。 

 

 警報出力の接続                       

 

送信器の警報出力端子にブザーなどの負荷を接続します。警報が不要な場合、接続する

必要はありません。配線については 22〜23ページをお読みください。 

・ 警報出力は無電圧接点です。 

・ 接点容量は AC250V 抵抗負荷５Aです。 
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受信器の接点出力の接続 
 

受信器の接点出力を接続します。 

 

 配線用遮断器「切」と電源「OFF」              

 

安全に作業するため、配線用遮断器を「切」にしてください。また、送信器

の電源が「OFF」になっていることを確認してください。 

 

 

 接点出力の接続                       

 

受信器の接点出力端子に、負荷を接続します。配線については 28〜29ページをお読み 

   ください。 

・ 直接制御できる負荷は「抵抗負荷」で「AC250V 10mA〜5A」です。これ以外

の負荷を制御する場合は、電磁開閉器・接触器を併用してください。 

・ 負荷用の電源は受信器と同じ電源でもかまいません。 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ 電源側には関連法規に従い、漏電遮断器、配線用遮断器、ヒューズ
などを設置してください。 

・ 直流負荷の場合は、接点の保護のため直接制御しないで交流電源側
で制御してください。 

・ 電熱負荷の場合は、負荷回路に温度スイッチを入れてください。 

・ 負荷の容量が受信器の接点容量以上の場合には、必ず電磁開閉器な
どを併用してください。 

 

危険 
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最終動作の確認 
 

最終的な動作確認を行います。 

 

 受信器の設定の確認                     

 

設置した全ての受信器に対して、アドレス設定スイッチ、接点制御方式設定スイッチ、

および接点種別設定スイッチが正しく設定されていることを確認します。 

 

 配線の確認                         

 

全ての配線に誤りがないことを確認します。 

 

 電源の投入                         

 

電源の投入は以下の手順で行います。 

 

・ 送信器の電源スイッチが「OFF」になっていることを確認します。 

・ 送信器の電源が接続されている電源線および送信出力と信号入力が接続されて
いる電力線の配線用遮断器を「入」にします。 

・ 送信器の電源スイッチを「ON」にします。 

・ 受信器が接続されている電力線の配線用遮断器を「入」にします。 

 

 動作の確認                         

 

送信器に接続した制御機器を操作して、受信器が正しく動作することを確認します。 

 

注意事項 

送信器は電源投入後、自動で２サイクルの送信を行い、信号レベルの自動調整を行い

ます。バンク容量などの関係により、2 サイクルの送信では最適なレベルにならない

場合があります。受信器の確認を行う前に、送信器の接点入力を最低 1回短絡・開放

して（接点入力を 1 回変化させると 2 サイクルの送信を行います。）追加の送信をし

てください。 

 

 電源の遮断                         

 

動作の確認が終了したら、必要に応じて電源を遮断します。そのまま稼動状態に入る場

合は電源の遮断の必要はありません。 

 

 

 終了                            

 

以上で設置工事は終了です。 
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